
担い手育成のICT担い手育成のICTICT

生産性改善へ向けたICTの取り組み生産性改善へ向けたICTの取り組み
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情報化施工に関する基本的な考え方

・ICTへの取組みは、単なる生産性改善を目的にシス
テマチックに取り組んでいるわけではないテマチックに取り組んでいるわけではない

→長期的経営方針に基づき実施している。

・地域で持続的に貢献していくためには企業として成
長が不可欠であり、環境の変化に対応できる企業に
なることが必要なることが必要

・例えば経営改善に直結ではないが若手社員にやりが
いのある仕事を通した人材育成によって、経営改善いのある仕事を通した人材育成によって、経営改善
になっていくという考え方が重要

・その一環として「情報化施工」に取り組んでおり、・その一環として「情報化施工」に取り組んでおり、
生産性改善は後からついてくるものという意識であ
る。
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当社の取組当社の取組

◎情報化施工技術の有効利用の検討
・MCは敷均し、MGは法面仕上と言う様な固定概念を無く・MCは敷均し、MGは法面仕上と言う様な固定概念を無く
し、他工種への応用により、全体的なコストダウン、
安全・品質の向上を検討。

◎情報化施工技術を扱う技術者の育成

安全・品質の向上を検討。

・3次元データ作成、キャリブレーション、現場でのトラブル
対応を自社で行う事により、外注費を抑えられる。

・情報化施工技術の仕組みを理解する事で、施工品質の・情報化施工技術の仕組みを理解する事で、施工品質の
向上につながる。得られる情報に頼り過ぎると、施工品質
の確保は難しい。の確保は難しい。
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千歳市千歳市 祝梅改良祝梅改良（道路改良工事）（道路改良工事）

3D－MGによる法面整形 3D－MCによる盛土・路床仕上げ

使用技術：３使用技術：３DD－－MCMC、、３３DD－－MGMG、、TSTS出来形出来形

3D－MGによる法面整形 3D－MCによる盛土・路床仕上げ

・当社で初となる情報化施工の実践現場
・現場見学会、国土交通大臣視察、GNSS出来形管理の試行
・情報化施工の、様々な課題を発見する事が出来た。・情報化施工の、様々な課題を発見する事が出来た。
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夕張市夕張市 久留喜工事久留喜工事（高速道路工事）（高速道路工事）

3D-MC 2 （ｽｸｴｱ）による路盤敷均し

使用技術：３使用技術：３DD－－MCMC22

3D-MC 2 （ｽｸｴｱ）による路盤敷均し

・工程の厳しい現場であったが、3D-MCの新型のｽｸｴｱ
の導入で、27日の工程短縮に成功。
・作業効率は、従来効率の約4 . 3倍となった。・作業効率は、従来効率の約4 . 3倍となった。
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美唄市美唄市 美唄改良工事美唄改良工事（道路改良工事）（道路改良工事）

3D-MGによる路床仕上げ 3D-MGによる法面仕上げ

使用技術：３使用技術：３DD－－MGMG、、TSTS出来形出来形

3D-MGによる路床仕上げ 3D-MGによる法面仕上げ

・３D-MGによるライフライン対策
・情報化施工現地試験、情報化施工現地講習会
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現場見学会・講習会の開催現場見学会・講習会の開催
情報化施工見学会

情報化施工講習会
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現場での情報化施工検討会現場での情報化施工検討会

実際に使用してみると、色々な課題が・・・

課題解決のために

実際に使用してみると、色々な課題が・・・

� 情報化施工検討会の実施（月１回）

� メーカー、代理店との意見交換の実施

最終的に、60個以上
の課題がでました。
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導入効果の検証導入効果の検証(3D(3D--MCMCの場合）の場合）

従来工法との比較（施工効率）

従来工法

7tブルドーザー
情報化施工

3D-MC
情報化施工

3D-MC2

路盤仕上げ面積(1日) 100％ 154％ 428％

手元作業員 2人 1人 2人

精度 ±20mm ±30mm ±20mm

注）当社の施工実績の一例であり、

施工条件・規模により変化します。
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導入効果の検証導入効果の検証(3D(3D--MCMCの場合）の場合）

従来工法 情報化施工 情報化施工

従来工法との比較（直接工事費）

従来工法

7t級ブルドーザー
情報化施工

3D-MC
情報化施工

3D-MC2
備考

リース代
100％ 330％ 368％ 初期費用含む

（ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ+ﾛｰﾗｰ）
100％ 330％ 368％ 初期費用含む

燃料代 100％ 63％ 25％

オペ稼働代 100％ 63％ 25％オペ稼働代 100％ 63％ 25％

労務費
100％

（労務者２名）

32％
（労務者１名）

25％
（労務者２名）

総額 100％ 105％ 88％

丁張設置費用を含めると

総額 100％ 96％ 81％

丁張設置費用を含めると

注）当社の施工実績の一例であり、

施工条件・規模により変化します。
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導入効果の検証導入効果の検証(3D(3D--MCMCの場合）の場合）

路盤工の費用

3D-MC23D-MC2

初期費用

リース代

3D-MC

リース代

燃料代

オペレーター

従来工法

労務費

丁張設置費用

0 50 100 150
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現場での活用事例①現場での活用事例①

法面整形 路床掘削・仕上げ

３Ｄ－ＭＧによる路床仕上げ

法面整形 路床掘削・仕上げ

・通常の法面整形に加え、路床掘削・仕上げも行った。
手元作業員が不要で、過掘りも無く、安全・品質・
施工スピードのアップにつながった。施工スピードのアップにつながった。
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現場での活用事例②現場での活用事例②

ライフライン対策
・埋設物のデータを追加し、オペレーターの注意喚起を
目的としている。埋設物のデータは、図面データでは無く、目的としている。埋設物のデータは、図面データでは無く、
現地試掘データを入力している。

水道管→

N T T ケーブル→

オペレーターの声よりオペレーターの声より
「モニターに表示されてるの
で、うっかり忘れる事がなく、
常に意識しながら作業出来常に意識しながら作業出来
た」
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取組事例①取組事例①

衛星飛来ソフトで衛星精度の把握
・衛星精度の悪い時間帯を予測し、作業計画を立てる。・衛星精度の悪い時間帯を予測し、作業計画を立てる。
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取組事例②取組事例②

自社によるトラブルシューティングの作成
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取組事例③取組事例③

ＧＮＳＳ測量、３次元データ作成

・道路工事、河川工事、ほ場整備工事など様々な現場で活用。

・２３年度より、ＴＳ出来形ソフトを使用した

３次元データの作成を実施。

取組内容 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 計

GNSS測量 1 3 4 8 16GNSS測量 1 3 4 8 16

ＴＳ出来形ソフトを使用
した３次元データ作成

0 0 1 3 4
した３次元データ作成
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従来方法との比較従来方法との比較((作業時間）作業時間）

比較条件
・今年度工事、及び過去の工事実績で比較
・作業量は丁張り40箇所（切盛の丁張り）
・職員、作業員の能力差は考慮しない

78分

見通しの良い現場（器械再設置４回）

HiPerⅡ
78分

50分

86分

40分

基地局未固定

基地局固定

TSワンマン

・同じ作業量の場
合、日当り78分の
短縮効果有り

HiPerⅡ

TSワンマン

従来方法 ・器械の設置回数
が増えるほど短縮
効果が大きくなる

高低差がある現場、範囲の広い現場（器械再設置８回）

102分

74分

HiPerⅡ

74分

110分

24分

基地局未固定

基地局固定

TSワンマン

従来方法
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従来方法との比較従来方法との比較((工程・原価）工程・原価）

算出条件
・従来方法で１週間分（６日間分）の測量をした場合で比較
・材料費は含まない・材料費は含まない
・測量業務は１日８時間

１週当り日数短縮効果１週当り日数短縮効果
・HiPerⅡ 1.2日
・基地局未固定 0.9日
・基地局固定 1.3日・基地局固定 1.3日
・TSﾜﾝﾏﾝ 0.8日

１週当り原価削減効果
・HiPerⅡ 101,106円・HiPerⅡ 101,106円
・基地局未固定 92,246円
・基地局固定 104,833円
・TSﾜﾝﾏﾝ 88,636円・TSﾜﾝﾏﾝ 88,636円
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障害物の影響
・法面
・建築物や樹木

防雪柵 防風林

マルチパスマルチパス

障害物の影響 測量時間 測定誤差

TS 視通できれば、障害物の
影響は無い

障害物の影響による測量
時間は変わらない

測定誤差には影響しない

GNSS測量器機 障害物の影響は大きい
障害物の配置等で、全く

揺れの影響を受けないの
で時間は変わらない

マルチパスによる誤差の
影響がある

GNSS測量器機
（GR2100、HiPerⅡ）

障害物の配置等で、全く
計測出来ない場合もある

で時間は変わらない 影響がある

Sunagogumi～地域と共に

効果的な現場の例

効果が高い現場例 効果の薄い現場例

・ほ場整備、河川工事、道路改良工事 ・構造物を主とする工事

効果が高い現場例 効果の薄い現場例

・泥炭地等の振動の影響を受ける現場 ・施工範囲が狭い現場

・現道の拡幅及び打ち替え工事

・着工時の起工測量

・用排水路等を主とする工事

・障害物が多い現場・着工時の起工測量

・土工の丁張りが多い現場

・障害物が多い現場

・１日の測量が短時間で終わる現場・土工の丁張りが多い現場 ・１日の測量が短時間で終わる現場
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留意点

万能ではないので、下記の点に留意する。

・通りが重要な測量には適さない → 縁石、トラフ、桝の丁張りなど

・高さの精度を必要とする測量には適さない → 構造物の丁張りなど

・障害物の多い現場(箇所)は不向き→初期化に時間がかかる、精度低下

・短時間（１時間以内）で終わる測量 → 従来方法の方が早い。・短時間（１時間以内）で終わる測量 → 従来方法の方が早い。

・範囲が狭い現場では効果が薄い → およそ半径100ｍ以内の現場・範囲が狭い現場では効果が薄い → およそ半径100ｍ以内の現場
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